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インターネット
情報提供サービス
SNS やウェブサイトで様々
な情報発信を行っています。
ぜひ、ご覧ください。

情報メール「つながるのおがた」

緊急情報、イベント情報など

アプリ「マチイロ」

市報をアプリで配信中！

直方市バーチャルミュージアム

直方の文化を隅々まで

直方市インスタグラム

さあ、あなたもフォロー！

人の動き

直方市公式LINE

直方市と友だちになろう!

□転入  157 人　□転出  132 人
□出生    29 人　□死亡    68 人

　令和 4 年 7 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　55,721 人（ － 330）
　〔うち外国人 593 人〕
　　男　26,281 人  （ － 179）
　　女　29,440 人  （ － 151）
■世帯数　27,521 世帯（ ＋ 154）
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石
碑
の
所
在
地

　
本
年
五
月
一
日
号
に
掲
載
し
た
彦
山
川

の
岡
森
堰
の
少
し
上
流
の
東
岸
に
諏
訪
山

と
い
う
小
高
い
丘
陵
が
あ
り
、
西
端
の
彦

山
川
の
堤
防
道
路
側
に
「
国
境
碑
」
と
呼

ば
れ
る
四
角
柱
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。　

　
諏
訪
山
で
行
わ
れ
る
柱
松
の
火
祭
り

　

諏
訪
山
の
東
北
部
に
あ
る
霊
府
神
社

で
は
「
柱
松
」
と
い
う
火
祭
り
が
疫
病

退
散
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
コ
ロ
ナ

禍
以
前
は
八
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
い
柱
の
上
に
竹
籠
を
取
り
付
け
松た

い
ま
つ明

を
投
げ
上
げ
て
点
火
を
競
う
祭
礼
で
近

隣
各
所
で
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
現
在

は
直
方
市
の
上
境
と
畑
地
区
だ
け
に
残

る
貴
重
な
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

　
国
境
碑
と
は

　
こ
こ
で
い
う
「
国
」
と
は
律
令
制
度
に

基
づ
く
地
方
行
政
区
分
で
飛
鳥
時
代
か
ら

明
治
時
代
初
期
ま
で
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
碑
に
は
「
従
是
東
豊
前
国
小
倉
領
（
こ

れ
よ
り
東
は
豊
前
の
国
小
倉
藩
の
領
地
）」

と
刻
ま
れ
て
お
り
、
対
と
な
る
「
従
是
西

筑
前
国
福
岡
領
」
の
文
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　
国
境
碑
の
現
状

　
現
在
で
も
こ
の
石
碑
か
ら
北
側
が
直
方

市（
筑
前
国
）、南
側
が
田
川
郡
福
智
町（
豊

前
国
）
と
な
っ
て
お
り
境
界
点
で
す
。

　

こ
の
碑
は
近
隣
地
に
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
地
に
二
棟
の
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
た

際
に
現
在
地
の
道
路
の
す
ぐ
そ
ば
に
移
動

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
数
年
前
に
ホ
テ
ル
は
廃
業
し
現
在
は
金

属
処
理
会
社
の
敷
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
石
碑
の
す
ぐ
横
に
は
ゴ
ミ
収
集
箱
の
金

網
が
あ
り
ま
す
。

　
国
境
の
村

　

こ
の
地
は
国
境
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

「
境さ

か
い

郷ご
う

」と
呼
ば
れ
、
彦
山
川
の
上
流
側
が

上
境
村
、下
流
側
が
下
境
村
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
二（
１
８
８
９
）年
の
町
村
制

の
施
行
に
よ
り
、
上
境
村
・
永
満
寺
村
・

畑
村
・
中
泉
村
と
田
川
郡
市
場
村
の
一
部

（
金
田
屋
敷
）が
福
地
村
と
な
り
、
下
境
村

は
そ
の
ま
ま
で
し
た
。

　

大
正
十
五（
１
９
２
６
）年
に
直
方
町
・

新
入
村
・
福
地
村
・
頓
野
村
・
下
境
村

が
合
併
し
て
新
・
直
方
町
に
、
昭
和
六

（
１
９
３
１
）年
に
直
方
市
に
な
り
ま
し
た
。

　
境
郷
の
特
色
と
帰
属
先

　
江
戸
時
代
の
福
岡
藩
の
学
者
貝
原
益
軒

の
著
書「
筑
前
国
続し

ょ
く
ふ
ど
き

風
土
記
」に
は
境
郷
は

糸
島
地
方
と
並
ぶ
筑
前
国
内
屈
指
の
美
田

の
地
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
境
郷
の
帰
属
先
は
江
戸
時
代
の
黒

田
家
入
国
以
前
の
古
文
書
で
は
筑
前
国
と

豊
前
国
が
混
在
し
て
お
り
、
肥
沃
な
土
地

だ
け
に
戦
乱
の
時
代
に
は
支
配
者
の
交
代

が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

  
直
方
文
化
財
散
歩
・
記
念
碑
巡
り

  

国
境
碑

第第 9090 回回

諏訪山（上境）
西端の彦山川堤防に国境碑国境碑（上境）
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